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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、異文化接触にあたって言語要因と共感要因の果たす役割を面接調査、質問紙調査、ゲーミン
グ・シミュレーション実験といった方法を用いて実証的に検討したものである。論文は、第章 序論、
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年月には、日本グループ・ダイナミックス学会第55回大会にて、“The influence of empathic ability on
intercultural attitude in the workplace : How do Japanese employees feel about Indonesian trainees?”で優
秀学会発表賞（English session）を受賞した。更に2009年月には、日本社会心理学会より研究題目「親
近性バイアスの影響に着目した共感カの再考：共感範囲測定の試み」で若手研究者奨励賞を受賞している。
更に特筆すべきは英語で公表された論文が多く、本人自らが「ことばの壁」を打ち破ろうとする姿勢がう
かがわれることである。論文の60％（3/5）、学会発表の47％（8/17）が英語で書かれ、合計で分のの
割合を占める。当然のことながら申請論文も英文で提出されている。
審査委員会は、本学位請求論文の内容と研究活動を慎重に審査し、月29日の最終審査面接の結果から
判断し、前村氏は博士（社会学）の学位を授与するのにふさわしいとの結論を得たのでここに報告する。
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